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前述の考え方に立つならば， この反応は π+N→π十N 散乱と比較すると入射粒子の T 又は π
が吸収される機構が違うだけで，その他の相互作用は全く同一である。又基礎粒子を強い相互作
用で安定な粒子に限っているため， この入射粒子の吸収の機構は π 中間子又は核子のいずれか
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と結合するものである。特に 7 線が nuc1eon magnetic moment によって吸収される部分のみ
を考えると，上述の 2 つの反応はいずれも核子と入射粒子の結合によって起される。更にその相
互作用を分析してみると，いずれも核子の spm と結合しており，その相手が磁場であるか， π 
中間子の運動量であるかのちがいだけである。 この類似性をつかって計算すると magnetic
transition amplitude Ml土と πN 散乱振巾 ji土の問につぎのような関係があることがわかっ
?こ一口
efJ.v 1 , K\l Ml土 =771UA土
又 electric transition に関しでも同様の関係を見つけた。 一方通常の charge current と結合
する部分は πmeson exchange がよくきくため， Born amplitude が実際の振巾のかなり良い
近似となることが推測される。 そこでこの Born amplitude に final state interaction を考慮
したものを使う。以上の結果を総合すると r+N→π +N の散乱振巾は π十N→π+N の振巾を
使って 1 つの末知数もなく完全に決定出来ることがわかる。 この計算結果は threshold から





T 線が核子にあたって π メソンをたたきだす反応， r+N→π十N は実験的には低エネ Jレギー





10年ほどまえに， Chew, Goldberger, Low, Nambu (C. G. L. N と略記する) は T十N→π
十N と π， N 散乱の散乱振巾がともに同じタイプの分散式を満足することに着目して， p- 波
に対して両過程の部分波が比例関係にあるべきだと主張した。しかし乙の議論は数学的に正しい
ものでなく，説得力に乏しい。
佐々木君は，この C. G.L. N の議論は正しくないが，その主張することは，適当に修正すれ
ば正しいものであり ， (r， π) 過程の解析に役立つであろうと考えた。彼はまず安定粒子，即ち
π と N のみを基本粒子とみなし，共鳴準位のような不安定なものは，これを始めから特別に考
えにいれなくとも，自然に理論のワクのなかに含まれるべきものと考えた。乙のような見地から，
また S一行列の理論をもとに，上述の両過程の対応する部分波がそれぞれ特殊な比例関係にある
乙とを導きだした。特に入射する T および π が核子に直接吸収されるときは，入射粒子の吸収
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される機構を別 lとすれば， 以後の物理的過程は両者とも全く等しく， したがって両過程の部分
波は比例関係にあることを示した。 但しこの比例定数は角運動量 f に依存する。 また入射粒子
が，核子をとりかこむ π メソンの荷電雲に吸収されるときもまた， 両波は別のタイプの関係式
を満足することも示した。乙れら 2 つの場合を綜合すれば，もし (π，N) 散乱の様子が実験的に
判っていれば，これをもとに上に求めた佐々木の関係式から T十N→π十N に対する散乱の様子
が，何等のパラメーターを用いることなく，完全に導かれることになる。乙の結果は (r， π) の
実験結果とよく一致することがたしかめられた。
佐々木君の研究は末開拓の (r， π) 過程に対する理論的研究に 1 つの強力な方法を提供したも
のである。彼の関係式は入射エネ Jレギーのひろい領域にわたり，且つ角運動量 1=1 (C. G. L. N 
の場合) の場合のみならず， 他の f の値に対しでも成り立つものである。よって理学博士の学
位論文として十分価値あるものと認める。
